
令和４年台風第８号
に関する説明会資料

開催日時：令和４年８月１２日１１時３０分 ～
開催場所：横浜地方気象台（Web開催）



2１２日６時の地上天気図

台風第８号は、１２日９時には日本の南にあって、ゆっくりした速さで北
へ進んでいます。
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3台風第８号の進路予想

※台風の中心は必ずしも予報円の中心を結ぶ線に
沿って進むわけではありません。

＜台風の予想＞
台風第８号は日本の南を北上し、今後次第に進路を北東へ変え加速しながら進み、勢力を維持したまま、 1３日昼過ぎから夕方
にかけて神奈川県にかなり接近する見込み。その後、台風は更に加速しながら日本の東を北東へ進み、１５日までに温帯低気圧
に変わる見込み。
＜ポイント＞
台風第８号は、１３日昼過ぎから夕方にかけて最接近。昼まえから激しい雨が降り出し、海上では朝から強い風が吹き、うねり
を伴ったしけとなる見込み。台風の接近に伴い、急激に雨や風が強まるおそれあり。
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4防 災 事 項 ３

警戒事項：高波
注意・警戒事項：大雨（土砂災害、低い土地の浸水）、洪水
注意事項：強風、雷（落雷や竜巻などの激しい突風）

＜警報発表の見通し＞

可能性［高］

13日昼過ぎまでに：［三浦半島の東京湾側］波浪警報

可能性［中］

13日昼前から夜のはじめ頃にかけて

：［全域］大雨警報（土砂災害）・大雨警報（浸水害）・洪水警報

１３日昼過ぎから夜のはじめ頃

：相模湾 波浪警報

また、台風接近により、さらに潮位が高まる場合は、高潮注意報を発表する可能性もあります。



5防災事項バーチャート
13日は、高波に警戒が必要です。また台風の今後の発達程度や進路によっては、大
雨、洪水にも警戒が必要となるおそれがあります。

１３日１２時までに予想される２４時間降水量は、多い所で
東部 ６０ミリ
西部 ８０ミリ

１４日１２時までに予想される２４時間降水量は、多い所で
東部 ５０～１００ミリ
西部 １００～１５０ミリ

４

※「最大1時間降水量」の着色は、大雨注警報（浸水害）の目安

※雷注意報については竜巻などの激しい突風のおそれがある時に「竜巻」と表示

早期注意情報［中］：台風の進路や発達の程度によっては警報級となる可能性のある期間



6満潮の時刻と高潮の予想
神奈川県では、13日の18時頃に満潮となります。
現在、高潮の注意報基準には達しない見込みですが、今後の情報にご留意ください。
（大潮期間 12日～14日）

油 壷

横 浜
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7防災情報のリンク先 ６

• 台風情報
https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#contents=typhoon

• 神奈川県気象情報
https://www.jma.go.jp/bosai/information/#area_type=offices&area_code=140000&format=table

•神奈川県の警報・注意報・早期注意情報（警報級の可能性）
https://www.jma.go.jp/bosai/warning/#area_type=offices&area_code=140000&lang=ja

• 雨雲の動き（高解像度降水ナウキャスト）
https://www.jma.go.jp/bosai/nowc/#zoom:8/lat:35.380093/lon:139.449463/colordepth:normal/elements:hrpns&slmcs

• キキクル（危険度分布）
https://www.jma.go.jp/bosai/risk/#elements:land/zoom:8/lat:35.380093/lon:139.449463/colordepth:normal



【過去の発表例】
台風情報（実況と5日先までの予報）

台風情報の内容
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（参考）台風情報について
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（参考）雨の強さと降り方
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（参考）風の強さと吹き方



7

波浪予報などで使われている波高（波の高さ）は、有義波高と呼ばれる波の高さ
です。これは、ある点を連続的に通過する波を観測したとき、波高を高い順に並べ
直して全体の１／３までの波の高さを平均した値です。目視で観測される波高はほ
ぼ有義波高に等しいと言われており、一般に波高と言う場合には有義波高を指して
います。
同じような波の状態が続くとき、100波に１波は有義波高の1.5倍、1,000波に１波

は２倍近い高波が出現します。また、確率としては小さいのですが、台風によるし
けが長引くほど「三角波」「一発大波」などと呼ばれる巨大波が出現する危険性が
増すため、十分な注意が必要です。
なお、気象庁では波の高さを説明する際には、４ｍから６ｍの波を「しけ」、６

ｍから９ｍの波を「大しけ」、さらに９ｍをこえる波を「猛烈なしけ」と呼んでい
ます。

（参考）波の高さについて


